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セイロンベンケイの花から盗蜜する小笠原のメジロ
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花粉媒介動物が，花粉の媒介の報酬として蜜を受け取るのに対し，盗蜜とは昆虫や鳥など

が花粉を媒介しないで，蜜だけを一方的に搾取する行動である．この行動は昆虫や鳥が，通

常の方法では蜜腺に届かないときに行なわれることが多い．鳥にとって最も容易な盗蜜方法

は花の基部の蜜腺に近い部分をかみ破って蜜を盗む方法である．たとえば南米に生息するハ

ナサシミツドリ類（ホオジロ科Ｄ狸OSSα属）の，上噛より下噛が長い特異な噺の形態は，こ

の目的のためだけに進化したものと考えられている（Steadmanl985)．しかし，このように盗

蜜に特殊化した鳥でなく，普段は花粉媒介者として働いている鳥でも，花の形態や蜜腺の位

置によっては同様の盗蜜行動を示すことがあることは，南アフリカのタイヨウチョウ属

Ａ"娩妙tesやオナガミツスイ属円､””ｓ（Skeadl967)，オーストラリアのハイムネメジロ

Zbs花mls〃蛇、ﾉﾒsやミツスイ類の中でも相対的に噺の短いハチマキミツスイ雌榊”跡s属や

コバシミツスイＬｊｃ"e"0s加”s属（Patonl986）で知られており，また普段は花蜜食をしな

い鳥が，日和見的に蜜を吸う場合に盗蜜行動を示すことが，ヨーロッパのアオガラＲzγ"ｓ

ｃａｇ〃ﾉ”ｓ（Perrinsl979,Thompsonetaﾉ.1996）で報告されている．

セイロンベンケイＢりﾉ01ﾉIｿﾉﾉ"加伽"α如沈(Lam.)Kurzはベンケイソウ科Ｏ１ａｓｓ"kzceagに属す

るアフリカの熱帯から亜熱帯域原産の植物で，移入の時期は不明であるが，現在では小笠原

諸島の父島，母島の崖地や岩場にごく普通にみられる植物である（豊田1981)．セイロンベ

ンケイは茎の先端に花茎を伸ばし，長い釣り鐘状の白っぽい花を下垂させる．この長さ４～

５ｃｍの釣り鐘状の花筒の底に蜜線があって，比較的糖度の低い蜜を多量に分泌する．セイ

ロンベンケイの花のこの形質は，長い崎を持った鳥による花粉媒介に適応した形質と考えら

れる．しかし日本においては花筒の入り口から噺を差し込んで，奥にある蜜腺まで届かせる

ことのできる鳥はいない．

著者らは1991年３月に小笠原諸島の父島・母島において，メジロＺｂｓ蛇'”s〃0"ｊｃａが晴

の届かないところに蜜腺を持つハイビスカスHibisc"scvs.とウナヅキヒメフヨウＭｚﾉ〃α肱c"ｓ

α幼O〃"svar.，e"”ﾉ胡0〃Sの花から，盗蜜を行なっているのを観察した（上田・長野1991)．

この調査を行なったときに，同時にメジロがセイロンベンケイにも飛来し，盗蜜を行なって

いるのを目撃したが，定量的データをとることができなかった．そこで，1991年の５月に，

小笠原諸島の父島と母島を訪れ，メジロのセイロンベンケイにおける盗蜜行動の調査を行な
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ったので，ここに報門する．

調査は1991年５ｊＩ１９１Ｉから２９１１にかけて，小嬢陳I渚,I;&の父,I;6と|ｿ:！;!)で↑j:なった．Ｉ淵侮方

法は、各島において道路および登'11道沿いにセイロンベンケイの群蒋を探し，Ｗ州があった

場合にはそのI|'から無作為に10株（1Ｗ;&の乳ノルダムは７株だけの小鮮落であった）を選んで

すべての花の数をかぞえ．そのうちどれくらいの雌にメジロによる縦蜜浪があるかを調べた

(表1)．メジロ以外で花蜜を吸う烏は．Ｉ州にはメグロＡ’αＩ０がe”"/fz"'1"iαﾉ･‘，ｌＷｉ６と父烏

にはヒヨドリ且ﾙｳsゆ〆Csα"zα"ﾉり旅がいるが，観察期間I'１，メジロ以外にセイロンベンケイ

に飛来した烏はいなかった．そこで実際に溢蜜を↑j:なっているメジロの側察から（I,xI1)，花

筒の付け根|､l･近に職を突っ込んだﾒLい穴または裂けI|が|ﾙlいているものは，すべてメジロに

よる溢蜜痕と断定した．

調査は母烏では５１１１９１１と２５日に14か所137株3,2681MIの花について，父腸では５ｊ１２８，

２９日に９か所90株1,655佃の花について行なった．この調慌の結果．小笠原において，メジ

ロはセイロンベンケイに対しても強い溢蜜稗性を発進させていることがわかった．どちらの

島においても．１か所をのぞいて．すべてのセイロンベンケイの群落において．メジロによ

る盗蜜痕が観察された（炎１)．雌11;6では綱侭した１０株18511IIiiの花のうち，17011,Wの花

(91.9％）に．また父島でも10,株24111,Mの花のうち，228個の花（94.6％）に溢蜜痕のある

場所があり，IIIj烏とも場所によっては榊落内のほとんどの花がメジロの溢蜜を受けていた．

一方、父島で０％、母烏でも15.4％と，溢蜜率の非常に低い榊落もあった．これらを､l見均す

ると，盗蜜痕のある催の割合は，父’1;I)では37.4％であったのに対し．１Ｗ;!)は67.6％と．１Ｗ;＆

では父島のほぼ２倍近い率で盗蜜されていることがわかった（Ｘ２＝410.3,Ｐ〈0.001)．

、
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Ⅸ１１．セイロンベンケイの他から縦蜜するメジロ

Fig.１．Jal〕aneSeWhile-eyel･()bbingh･omBry()phyllumnowerS



合計および平均

母島と父島での花の被害率の違いは．ハイビスカスでも同様の傾向が観察されている（上

田・長野1991)．両島におけるこの違いが何によるものかははっきりしないが，母島は父島

に比べて人口も少なく，ハイビスカスの植栽されている場所のすぐ近くまで林が迫っている

ことが，メジロのハイビスカスへの接近を容易にしているのかもしれないし，父島では人口

密度が高いために，人間による干渉があるのかも知れない．また母島の方が被害率が高いこ

とは，もともと母島でこの習性を発達させたメジロが〆母島から父島へ分散したことによる

母島から父島への文化の伝搬が，現在，起こっている途中なのかも知れない．

ハイビスカス同様，セイロンベンケイも，近年，小笠原諸島に持ち込まれた移入種である．

メジロもまた，今世紀初頭に人為的に持ち込まれたシチトウメジロＺハォ”egE流とイオウ

トウメジロＺメαね”の雑亜種個体群であると言われている（山階1934)．英国におけるアオ

ガラの盗蜜行動も，その対象は16世紀に南アジアから持ち込まれたユリ科のCrownimperial

F>""α"j”g”ﾉﾒsである（'Ihompsoneraj.1996)．これら人為的に持ち込まれた鳥や植物の

表1.小笠原諸島父島と母島におけるセイロンベンケイの花の被害率

3268

調査日

Ｄａｙ

花数盗蜜痕なし盗蜜痕あり被害率（%）

No.ofn0wersUnpiercedPierced％pierced

調査株数

No.ofstocks

場所

Locality

137

A）母島HahaRjima

乳房ダム

長浜橋北

長浜

長浜南

猪熊谷トンネル

北進線ｌ

北進線２

北進線３

北進線４

小剣先山ｌ

小剣先山２

小剣先山３

小剣先山４

小剣先山５

19LＭａｙ
〃

２５Ｍａｙ
〃

〃

〃

〃

’ク

クク

２５Ｍａｙ
〃

β〃

′夕

〃

58.8

86.3

63.6

73

35.6

15.4

81.4

74.9

58.2

75.3

78.4

９３

９１．９

５８．６

122

233

150

125

124

31

345

143

152

222

120

213

170

５８

躯
諏
稲
妬
理
加
乃
岨
皿
沼
羽
肥
晦
似

皿
加
銃
、
郡
皿
哩
皿
麺
班
唖
麹
噸
弱

７
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
皿
⑩

78.6

94.6

40.8

12.3

０

３．４

４９．４

２５

１９．４

67.62208

124

1060

卸
狸
哩
弛
麺
畑
獅
皿
釦

9０

０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１

ａ、
・
ｊ

ｄ
ｎＣ

ｇ
ｎ

（
し島

．
１
２
３
４
５
６
７
８
９

父
点
点
点
点
点
点
点
点
点

団
地
地
地
地
地
地
地
地
地

ｙ
ｙ

池
〃
恥
〃
〃
〃
〃
〃
〃

８
９
２
２

晒
麹
汚
濁
０
７
，
弱
６

弘
過
、
卸
却
”
”
晒
泌

6181655 1037合計および平均 37.4



1２５

間に，通常の相利共生的な花粉媒介行動ではなく，盗蜜行動という鳥の側からの一方的な搾

取が見られるのは興味深い．

一方，小笠原諸島固有のメグロでは，現在までのところ，盗蜜行動は観察されていない．

同じメジロ科（Springeraaﾉ.1995）の両種は母島において同所的に生息しており，ハイビ

スカスやセイロンベンケイに出会ってからの時間はほぼ同じはずなのに，メジロだけがこう

した盗蜜行動を発達させているのは，両種の採食生態の違いを反映していると思われる．ち

なみに小笠原諸島固有の植物には，ハイビスカスのように赤い大きな花をつける植物やセイ

ロンベンケイのように深い花筒を持つ植物はみられない（豊田1981)．このことは，小笠原

諸島がもともとこうした形態の花から吸蜜する花粉媒介動物を欠いていたことを示している．
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Nectarrobbingh･omflowersoftheintroduceday”ﾉﾘy""加伽"α加加(Crassulaceae）

byJapaneseWhite-eyes
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WeobservednectarrobbingbytheJapaneseWhite-eyeZosteropsjaponicafromthe

introducedBryophyllumpinnatumqam.)Kurzflowers・WesurveyedBryophyllumflowers

piercedbytheWhite-eyesat211ocalitiesonChichijimals・andHahajimals､oftheBoninIslands

inMay,1991.Wecheckedl655flowersonChichijimals､and3268onHahajimals､Offlowers

checked,６７．６％ｏｎＨａｈａｊｉｍａａｎｄ３７､４％onChichijimawerepiercedbyWhite-eyes;this

differencewassignincant・Nectarrobbingisaparasiticrelationshipbetweenbirdsandflowers

WhichhasnotbeenpreviouslyobservedintheBoninlslands．

K2y抑0砥Bryophyllumpinnatum,〃ecmγ”66蝿恥"e-eyes
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